
３ 所得再分配によるジニ係数の変化

所得などの分布の均等度を示す指標として、最もよく用いられるものに「ジニ係数」が

ある。

本調査におけるジニ係数は、次のようにして求めている。

まず、世帯（又は世帯員）を所得の低い順に並べて、世帯数（又は人数）の累積比率を

横軸に、所得額の累積比率を縦軸にとってグラフを書く（この曲線をローレンツ曲線とい

う。）。全世帯の所得が同一であれば、ローレンツ曲線は原点を通る傾斜45度の直線に一

致する。これを均等分布線という。逆に、所得が不均等でバラツキが大きければ大きいほ

どローレンツ曲線は均等分布線から遠ざかる。仮に、１世帯が所得を独占し、他の世帯の

所得がゼロである完全不均等の場合には、ローレンツ曲線はＡＢＣ線になる（図２参照）。

ジニ係数は、ローレンツ曲線と均等分布線とで囲まれる弓形の面積が均等分布線より下の

三角形部分の面積に対する比率をいい、０から１までの値をとる。０に近いほど所得格差

が小さく、１に近いほど所得格差が大きいということになる。

(1) 今回調査では当初所得のジニ係数0.4983に対して、再分配所得のジニ係数は0.3812

となり、所得再分配によって所得の均等化が進んでいる。所得再分配によるジニ係数

の改善度（※）は、23.5%で過去最高になっている。

(2) ジニ係数の変化を時系列で見ると、当初所得では調査を重ねるごとに大きくなって

いるが、再分配所得では変化が上下しており、今回は前回に比べて0.0002ポイント減

少している。

なお、当初所得で見た所得格差の拡大としては、年齢構成の高齢化や世帯の小規模

化などの要因が考えられる。（参考１参照）
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図２　ローレンツ曲線
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